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企画コンペに係る質問・回答 

番号 質問 回答 

１ ・仕様書６⑶ 

各高等学校への協力は求めて良いの

か。 

 

原則として各高等学校への協力は求められま

せん。ただし，県と協議の上，学校から参加者

への連絡を依頼する等，必要最低限と認められ

る範囲で協力を求めることは可能です。 

２ ・仕様書７⑴ 

 「参加者は全体で生徒 10 名とする

が，募集・選定の状況次第ではこの限

りでない。」とあるが，最低何人〜最

高何人で考えているのか。もし 10名

を超える可能性があるのであれば，そ

の場合の超過費用（航空機，宿泊，食

事など）は，どうなるのか。 

 

 原則として 10 名で実施することを想定して

おりますが，募集や選定の過程で当日参加者が

10 名未満になる可能性があるということで

す。10 名を超える応募があった場合は，参加

者を 10 名に選定します。 

３ ・仕様書７⑵ 

 宿泊先の手配について，生徒の居住

地で研修する場合の宿泊は，自宅でも

よいのか。それとも，意見交換の機会

などを増やすためにも，居住地でも他

の生徒と同じ宿泊先の手配をする必要

があるのか。 

 

 現地学習終了後は，宿泊先において意見交換

等を実施することから，参加者の居住地であっ

ても，他の参加者と同じ宿泊先の手配をお願い

します。 

４ ・仕様書７⑵ 

 「可能な限り「鹿児島離島航空割引

カード」の利用について参加者の協力

を得ること。」とあるが，利用の有無

で料金が変ってくるため，支出の見込

みが難しいため，参加募集の際に「鹿

児島離島航空割引カード」を利用して

参加できることを条件に募集すること

はできないのか。 

 

 「鹿児島離島航空割引カード」を所持してい

ない参加者も想定されるため，参加の条件に付

すことはできません。 



５ ・仕様書７⑶ 

 「また，現地のエコツアーガイドや

専門家等による現地案内が必要な場合

は，県と協議した上で選定し，謝金を

支払うこと。」とあるが，仕様書６⑴

で現地のエコツアーガイドや専門家の

解説を交えながら体験・学習すること

が条件となっているのではないのか。 

 

 仕様書６⑴については御認識のとおりです。 

仕様書７⑶については，例えば，認定エコツ

アーガイドのみ立ち入りが認められている金作

原国有林や，仕様書６⑴で記載しているエコツ

アーガイドが専門としていない場所を現地学習

の場所とする場合等において，仕様書６⑴で記

載しているエコツアーガイドでは十分な現地学

習を行えないことから，必要に応じて追加でエ

コツアーガイドや専門家に依頼することを想定

しています。 

６ ・仕様書７⑷ 

 「各自が計画する世界自然遺産に関

する普及啓発活動を行うための支援」

とあるが，この普及啓発活動とは，ど

のような活動を想定しているのか。 

 

 自校で行う全校生徒向けの体験発表会や，地

元の方を対象とした参加者自身によるエコツア

ーの実施などを想定しています。 

７ ・仕様書７⑹ 

事業成果の展開について，考えられ

ているイメージを共有いただきたい。 

 

 県内の関係行政機関や各学校が主体となっ

て，世界自然遺産の価値を学び継承していくた

めの学習旅行や総合学習等を実施する際に参考

となるよう，学習を組み立てる際のポイント

（ファシリテーターの配置，研修内容の選定方

法，現地での安全管理体制等）や，その効果等

について，分かりやすくまとめた資料を作成

し，情報提供を行うことなどを想定しておりま

す。 

８ ・仕様書７⑹ 

 「本事業の成果を県内の関係行政機

関や各学校が主体となって実施する学

習旅行や総合学習等に展開するための

方法」とあるが，７⑺の事業実施の報

告書とは別に，関係行政機関や各学校

等に向けた，本事業における成果報告

書のようなものを作成するようなイメ

ージでよいか。 

 

 御認識のとおりです。 

なお，事業成果を展開する媒体としてはパン

フレット等を想定しております。 

 


